




















さて,徴立命屈の急性 ･慢性苛性に的 して.他掛 二対する致死見 および半数致死搬度
(LD5｡)などの生物学的試娘については従来から多くの研究級告5･8･7)がみられるが,金属
のィjIEf生緩和,背離抑制に関する研究に的 しては,抗汚数剤として NTA が有効であると




















材 料 お よ び 方 法
I, 飼 育 実 験
(1) 供試魚 および 飼育法 :供試魚 として体長約
13cm,体重7.7gの椎雛 (CyLm'nuscarp10i.)を選












水で洗碓後,ポリエ1ー-レン袋に 入れ, 直軸 ニー20oC
フ1)-ザ-に冷凍保存した.また,'r:'jJI-,魚はrj3娘終丁
級,姫夕と.亀と同様,冷凍保存した.
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第2k, t)t三.式･r(念 仏 ilLと 濃 度 k
企 比 施 工 l 化 学 式 I ll-i金成渋皮区 (mgJ,()
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硝 慨 鉛 Pb(NOB)2



















2. 分 析 方 法





珊4人 板 子 lEi光 附j定 条 件
(l･000ppm 貯 蔵 用)‥ 7_Ci
105-1100C で 乾燥 し, 総 長 (nm) f288
恒且とした恨化カドミウ ラ ンフ叱流 (mA)














1日.鉛牒雛原穀 (1,000ppm 貯鹿川):陀燥恒是とした酸化亜鉛の 1.2488gを塩酸に溶
解し,水を;uuて18(2N塩慨酸性)とする.蛭川cr)つど0.1-1.Oppm に希釈 (0.1N塩
酸欣性)し,横車溶液とする.
鉛標準原液 (1,000ppm 貯蔵用):乾燥恒丑とした硝酸鉛 1.5986gを塩酸に潜解し,水










































































0 24 48 時 ZIL日
新2脚 ZnC)2娘'JiJに刈するコイの仲.fl'.ヰ
L I-~~一,ー~l｢｢~-0 24 48時!呂描
;:!i3(剖CuSO.･SH20食掛こ対する=JTの'J.rF;;追
L.'1と-/r/ILJf'妃






Pb区では,Pb2ppm,10ppm.20ppm の各般lE'区に おいて,Pb単独区は EDTA,








の出も大きいも(7)は DTPAであって,Zn5pprni八二は pt-I7.5,Zn20ppm J犬iLpH9.4
を示した.
Cd区では,Cd2ppm区 pH7.3,Cd8ppmは pH7.1と金属単独ク)場合,金城投庇に
よるpH伯の変榔 まほとんどなかった,EDTA.NTA 添加処理区では pH変動は少ない
が金),rF,-Ert独区に比し,わずかな pH変助を示す 帆句にあった. しかし DTPA 添加区は
Cd2ppmrス二pH7,4.Cd8ppm区 pH7.7と漸次上)打の帆 こ･Jにあった.
Cu区は Cdとほぼ同様の附r'qにあり,ir,-独区は粒度に的係なくpH7.1であり,EDTA
処理区は CuO.1ppm区 pH7.3,CuO.6ppm区 pH7.5であった.NTA /IL理区もItは.I
同様の伯を示したが,DTPA処理区は CuO.1ppm区 pH7.3,CuO.6ppm 区 pH7.7と
pHの上昇がみられた.
Pb区は Zn区七 ほは 同様の帆向を示した.しかし,いずれの区においてもpHlr'(変動
による兜死魚への膨轡は48時間以内では認められなかった,
3. 供試魚の平均体重および灰重量/乾燥重量 (%)の各金属間の有意差













: INo. 処 - pH 督 酒 石 示
冊 重8g 日.31tl510
Zn′｢､ 冊 ほ= 10.8ll6日 37
情 闇 gH Eg:T:AAi粥川 冊 L 2'3 12.536ll8
Cd … 汀 T T 煎出
B-ia 2ゴ 3諜 84肝 器紺 畑 J80 ∴ l ∴
A-1234Cu - CuO.lppm 7.1 0 3喜三8芯 ,B:T:AA周 og § 喜 = t4'用
一`~＼C)エuつ 冊 12●5 12.2日 呈i喜l ll.2
■ー
o' C-1∽ 2a c3) 4臨 融 冊 冊 l2'5t i昌;了
A-1 Pb2ppm 7,10 0 10 19.8
A-2 Pb2ppm十EDTA 7.33 +NTA 54 D P 7 0 0 10 18.97,860
-I■･.- .l･.
p犯 闇 gEq.IB:T:A:描 出 L糾 16.996304
0 0 10l呂 呂‖呂! 7ー,414.37
対 ,HL.7(.r:,IT.(7,剛 16.9FoT㌃｢｢㌻ l L ll,7
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N C-2 Zn20ppm + EDTA
＼J C-3 Zn20ppm + NTA
､IL均全休良,平均生体lftおよび各部位の伏血/Jqz放血 (%)
57巻(1978)

















ilL均休 韮 土 標 准 山 井
lrL,土 S.D.〕- 〔p 土 S･D･〕
2ー0 I L11･68土 0･97〕- [10･81土 1･22〕
㍗
L-_ll68土 097〕一日224± 1,381
〔11.68土 0.97｣一 日6.59土 2.221
96 日0.81土 122ト ー〔12,24土 1.381
120 LIOー81土 ユ.221-i~16.59土2.221
96 11224土 138l- [16.59i2221
約7ノ壬 各地肘 二.tQ･けふ‡(雌 のIK.i-I_Jl-'l/.;-細川｢.'t(%)の有意左


























魚体,各部位中の金城濃度 (灰分中 ILg/g)は第 8表の通りであり,飼育水濃度とU)閲
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した.すなわち,EDTA 添加処理区では 内臓中の含有立は有意に (P<0.05)増加した
が,ニラではその関係け見られず含有丘低下現生がみられた.NTA 処理区では更にその
5771:(1978) 135
05 10 15 20
一 重._･-珊 i:--:古
o 5 lO 15 20 0 5 10 15 20
水中 Zn池は (ppm)
揖4はIZn.ll･批ro･よJこコ/ゾレキサ ン処州 さ:にふけ るコイ各部位Jy(LtJZn含Jll.I.1t帆
(48時開展iW.'fの工L:(1-魚) - :州軌













0 2 4 8 0 2 4 8 0 2 4 8
水中 Cd浪度 (ppm)
第5L亘1Cdrl用 いTDLLtびJ 1/-/レキサ ン処jlf■区に川 ナ7Jコイ各部位灰中の Cd含~F]Ll比較
(48時r'd】娘1.A叫の′l:.存爪) - :対照
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0.3 0.60 0.1 0.3
水中 Cu浪皮 (ppm)
折6問 CuBJ･独一転よびコンプレキサン処棚区におけるコイ各附(J灰中 Cu令イJ-｣Tuと樫





(LI8時間果甜畔の生存.帆) - : 対照
EDTA,NTA,DTPA処理区では EDTA処理区の内臓,DTPA区のエラ以外はすべて




り魚体各部位のLW<L酸は有意に (P<0.01)増加した. これに対 し EDTA処理区ではエラ



















臓 lェ ラ l そ の 他
欄 係数I yaiaFT l相轡 葦
4…墨 ≡…




























められた.これに対し NTA 処理区では ニラ,内臓,その他のいずれの部位においても






































































比 僚 部 位 金山Z'Fi独 I EDT A NTA
〔内旋-ニ ラ〕 27 1.154
E完.ld 三:昔 巨 ‥ ∴::二
【内臓-ニ ラ1 20 3474*仲
















-0,447 4.634*** 2316* 1.024






















140 出 ･芋●研 究
また Pb区では,Cu区と同様,各部位における波圧はPb単独区に比 し, コンプレキ
サン添加区では塩めて低い値を示すが.各部位間のIW!度差は顕著ではない.すなわち,Pb
単独区は内轍≧ ニラ>その他,EDTA 添加区はエラ≧ 内臓≧ その他,NTA 添加区は
エラ≧ 内戚>その他 DTPA添加区は内臓≧ ェラ>その他の順であった.










厳 l ェ そ の 他
魚 生存魚 r先 死 魚 l生存魚 無 死 魚 l生存魚
(品 l4讐間01品 124-品巨8讐間0-品 L24品 空間
(荏):()内数値は魚体数を示す.
















也,Cdは内臓>ニラ>その他,Znは内臓 ≧ ェラ> その他,Pbは内臓> ニラ>その他
の分布-を示 した.
2) Cu,Cd,Znの椎鯉に対する毒性は大であるが,コソプL/キサン添加により雅死率
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